
      
第３回 海老名市・県フルインクルーシブ教育推進会議 

【次 第】 

日時 令和７年２月３日（月曜日）10：00～11：30 

場所 えびなこどもセンター２階 201 会議室 

 

１ 開会  

〇 海老名市教育委員会教育長 伊藤 文康 

〇 神奈川県教育委員会教育長 花田 忠雄 

 

 

２ 報告 

（１）「対話の場」（９月以降の取組）について 

 

  （２）外部評価について 

 

   ※書面報告のみ 

・海老名市フルインクルーシブ教育推進協議会の進捗について 

・調査研究部会について 

・県外視察について 

 

 

３ 議題 

（１）次年度以降の推進計画について 

 

（２）その他 

 

 

４ 事務連絡 

 

 

 

（配付資料一覧は裏面） 



      
 

【配付資料】 

（資料１）  令和６年度「対話の場（９月以降の取組）」について 

（資料２）  令和６年度 有識者等による外部評価について 

（資料２－２）評価報告書 

（資料３）  次年度以降の推進計画について 

（参考資料１）海老名市・県フルインクルーシブ教育推進会議 設置要綱 

（参考資料２）海老名市フルインクルーシブ教育推進協議会の進捗について 

（参考資料３）調査研究部会について 

（参考資料４）県外視察について 

 



































 
令和６年度 兵庫県及び広島県へのインクルーシブ教育に関する取組視察 報告 

 

12 月３日（火）、４日（水） 訪問者：海老名市教委１名、神奈川県教委２名 

 

 

視察１ 兵庫県 神戸市教育委員会 【学年（チーム）担任制の取組】 

①概要  

・令和５年４月より取組を開始し、段階的に全市に展開予定 （※政令市初） 

・通常の学級の担任を固定せず、児童・生徒の指導等（小学校での授業や、小・中学校

での学活・給食・保護者対応等）の業務を複数教員でローテーションして担当 

 

②インクルーシブ教育推進に向けた示唆 

   ・現行の法制度を最大限活用した、学級担任という当たり前の問い直し 

・担任を固定しないことで、すべての教員ですべての子どもをみる意識が醸成 

   ・教員の心理的負担の減少や、子どもが相談しやすくなるなど、誰もが過ごしやすい

学校づくりが推進 

   ・学級を複数の教員で共同経営することで、開放的で柔軟な学級づくりが展開 

 

 

視察２ 兵庫県 明石市 【あかしインクルーシブ条例の制定】 

①概要  

・令和３年４月に「すべての人が自分らしく生きられるインクルーシブなまちづくり条

例」を制定 

・インクルーシブな社会の実現に向けて、条例と取組を両輪として推進中 

 

②インクルーシブ教育推進に向けた示唆 

   ・社会づくりとしてインクルージョンの理念を市民と共有することで、教育についても

ともに考え、協働していく取組が推進 

 

 

視察３ 広島県 福山市立常石ともに学園 【イエナプラン実践校】 

①概要  

・令和３年４月に公立小学校としては、全国初のイエナプラン認定校として開校 

・1～３年生、４～６年生の混成学級で、年間を通して教育活動を実施 

 

②インクルーシブ教育推進に向けた示唆 

   ・現行の法制度を最大限活用した、学年別学級という当たり前の問い直し 

・各学校において、柔軟な学級編制、教育課程編成が可能であることの実例 

   ・すべての子ども「多様な学び」を、教科等横断的な学習や指導と評価の一体化の工

夫によって推進 

参考資料４ 


